
生活・環境 

●五十公野公園薬剤散布による影響について 

Ｑ． 

この山には四十雀,メジロ、ジョウビタキ,ルリビタキ,オオルリ,ホオジロ,大鷹その他、実に

多くの野鳥が営巣生息してます。先日公園の松くい虫駆除のため 5 月 23 日無人ヘリによる薬剤

散布の実施という看板が目に入りました。製造メーカーは人、家畜、魚介類に対して毒性が低い

と説明してますが、実際高松市で 351haに散布を行った際、近隣の小中高、幼稚園などで目のか

ゆみの症状を訴えた報告があり、結局 1,079人が健康被害を訴えており、そのうち 214人が病院

を受診した事実がネットで報告されています。確かに松くい虫による被害はわずか半年ほどで木

を枯らすなど深刻ですが、昆虫食、種子食、果実食、そして肉食と言った多様な食性を持つ鳥た

ちは生態系ピラミッドの頂点にいます。都会に昆虫の捕食者である四十雀などが少なくなった戦

後しばらくアメリカシロヒトリ、マイマイガなどが一気に増えて街路樹が丸坊主になった時代が

ありました。野鳥と人間の為、薬剤散布をもう一度再考お願いします。実施すればこの山の何割

かの野鳥の死滅は明らかです。 

（令和 4年 5月受付） 

 

 

Ａ． 

松くい虫薬剤散布の影響につきまして、大変ご心配をおかけしております。当市におきまして

は、松くい虫対策は、過去の急激な被害拡大に歯止めがかからなかった状況を踏まえ、五十公野

山をはじめ、紫雲寺地域や真木山の一部を「守るべき松林」と定めて、継続して実施することと

しております。これらの松林は、市民の憩いの場として大変多くの方に親しまれていることや、

大雨等による鉄砲水や土砂流出を防ぐという周辺住民を災害から守る大切な機能があることな

どから、薬剤散布を中止することで将来的に被害が再拡大した場合、美しい景観が損なわれるだ

けでなく、倒木や土砂災害等による人命被害へとつながる恐れがあります。 

他方、薬剤散布につきましては、ご心配されている生態系に対する配慮を十分念頭に置きなが

ら、効果が最も高い時期に必要最小限の範囲で実施しており、併せて、人体への健康被害につき

ましても、市民への広報や周辺住民への周知のほか、立ち入り禁止看板の設置など可能な限りの

安全対策を図っているところであります。 

また、新潟県が実施する農薬の気中濃度測定におきましても、これまで異常値が検出されたな

どの報告もなく、毎年、継続的に薬剤散布を実施することによって、美しい松林が保たれ、生態

系の個体数も、概ね維持されているものと認識しております。 

豊かな生態系の維持や自然との調和は、私も心配するところであり、五十公野山等が市民の憩

いの場として、末永く愛される里山であるためにも、松くい虫対策は必要不可欠なものであると

理解しておりますことから、今後におきましても、生態系への配慮を十分に行いながら実施して

まいりたいと考えております。 

（令和 4年 6月 3日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 


